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第１章 臨床倫理の基礎をまなぶ
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生命倫理の４原則
ー判断の助けになる枠組み

いま、なぜ臨床倫理なのか
ー看護現場の変化と求められる対応

第２章 ケースで学ぶ看護現場の倫理的ジレンマ対応策

ケース① 認知症高齢者の身体的拘束をめぐる葛藤

ケース② 意思決定支援と判断能力のゆらぎ
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ケース④  急性期・ICUでの生命維持治療の限界

ケース⑤  在宅看護現場での高齢者のアドボケート

ケース⑥ こどものケアにおける親と子のはざまで

キーワード⑦ 精神科看護における倫理的まなざし

キーワード⑧ スタッフ教育と現場の倫理的看護実践能力の底上げ

キーワード⑨ タスク・シフト/シェア時代の責任の所在

キーワード⑩ DX時代のテクロノジー導入と人間らしさ

第３章 倫理観を醸成するための組織づくり

倫理的文化を育てる
―組織風土とリーダーシップの役割

倫理カンファレンスを活かす
―日常の実践とつなぐ工夫
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対話と心理的安全性
―考えを表明できる関係性づくり

多職種連携で育てる倫理の視点

「倫理的な看護」を評価する
―教育・研修・振り返りの工夫

コラム

読者ターゲット

本書の概要

病院の看護管理者（主任、師長、看護副部長、看護部長）

医療や看護を取り巻く社会状況が大きく変化する中で、ケアを受ける人々の「生活や価値観を大切にする姿勢」や

「その人らしさを尊重する倫理的まなざし」は、すべての看護実践の土台であり続けています。2024年度の診療報酬

改定では身体的拘束の最小化が明示され、タスク・シフト/シェアや医療DXの進展に伴い、看護職の役割や責任も

再構成されつつあります。こうした変化の中、現場で働く看護師長・主任層には、より繊細かつ実践的な判断や倫理

調整が求められています。そうした中で、本増刊では、看護管理者の方々が日々直面する、「ケア」と「マネジメント」

の狭間にある葛藤やジレンマ、そしてスタッフナースの「もやもや」に光を当て、臨床倫理の視点からその迷いに寄り

添います。単なる正解探しではなく、「悩み」や「問い」こそが倫理的実践の入り口であるという立場から、臨床現場の

リアルなケースや、現場で活用できる実践ツール、そして対話を通じて育む組織文化のあり方までを多角的に紹介し

ます。そこから倫理的感受性や実践力を育む道筋を、読者とともに探っていきます。倫理を「語る力」「問い直す力」と

して現場の中に根付かせ、倫理的な看護が“当たりまえ”になるための実践的なヒントが詰まった、勇気が持てる一

冊にすることを目指します。
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コラム①尊厳死、安楽死をどう考えるか

コラム②日本におけるスピリチュアルケア

コラム③遺伝子治療をめぐる倫理的な問題
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